
別
表
第
二
二
の
項
中
「
平
成
二
十
六
年
度
の
数
値
目
標
の
設
定
」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
地
域
生
活
支
援
事
業
の
」の
下
に「
種

類
ご
と
の
」
を
加
え
、
別
表
第
二
中
六
の
項
を
七
の
項
と
し
、
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

五

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支

援
又
は
指
定
計
画
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援

事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教

育
機
関
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の

他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

市
町
村
の
障
害
保
健
福
祉
部
局
と
医
療
機
関
、
教
育

機
関
等
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
等
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
二
の
項
及
び
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

区
域
の
設
定

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
相
談
支
援
又

は
指
定
計
画
相
談
支
援
の
種
類
ご
と
の
量
の
見
込
み
を

定
め
る
単
位
と
な
る
区
域
を
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
趣

旨
、
内
容
等
を
定
め
る
こ
と
。

三

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生

活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標

障
害
者
に
つ
い
て
、
施
設
入
所
者
及
び
入
院
中
の
精

神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
、
福
祉
施
設
の
利
用

者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
基

本
指
針
に
即
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
平
成
二

十
六
年
度
に
お
け
る
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。

特
に
福
祉
施
設
の
利
用
者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
等

の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
労
働
担
当
部
局
、
教

育
委
員
会
等
の
教
育
担
当
部
局
、
都
道
府
県
労
働
局
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
障
害
者
雇
用
の
推
進
に
関
す
る
数
値
目
標
を
設
定
し

て
、
実
現
に
向
け
た
取
組
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
七
の
項
及
び
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と

の
実
施
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
次
の
事
項
を
定
め
る
こ

と
。

{

実
施
す
る
事
業
の
内
容

|

各
年
度
に
お
け
る
事
業
の
種
類
ご
と
の
実
施
に
関

す
る
考
え
方
及
び
量
の
見
込
み

}

各
事
業
の
見
込
量
の
確
保
の
た
め
の
方
策

~

そ
の
他
実
施
に
必
要
な
事
項

八

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る
者
の

確
保
又
は
資
質
の
向
上
の
た
め
に
講
ず
る
措
置

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
従
事
す
る
者
及
び
相

談
支
援
専
門
員
等
の
確
保
又
は
資
質
の
向
上
の
た
め
に

実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
中
十
の
項
を
十
一
の
項
と
し
、
九
の
項
を
十
の
項
と
し
、
八
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

九

区
域
ご
と
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
指

定
地
域
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提

供
体
制
の
確
保
に
係
る
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、

公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
措
置
を
実
施
す
る
機
関
そ
の
他
の
関
係

機
関
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項

都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
部
局
と
医
療
機
関
、
教

育
機
関
等
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法
等
を
定
め
る
こ

と
。

{

公
共
職
業
安
定
所
経
由
に
よ
る
福
祉
施
設
の
利
用

者
の
就
職
件
数

|

障
害
者
の
態
様
に
応
じ
た
多
様
な
委
託
訓
練
事
業

の
受
講
者
数

}

障
害
者
試
行
雇
用
事
業
の
開
始
者
数

~

職
場
適
応
援
助
者
に
よ
る
支
援
の
対
象
者

�

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援

対
象
者
数
等
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こ
れ
ら
の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
担
当
部
局
は
、
都
道
府
県

の
労
働
担
当
部
局
、
教
育
委
員
会
等
の
教
育
担
当
部
局
、
都
道
府
県
労
働
局
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
都
道
府
県
ご
と
に
、
就
労
支
援
の
関
係
者
か
ら
な
る
障
害
者
雇
用
支
援
合
同
会
議
を
設
け
、
障
害
福

祉
計
画
の
数
値
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進
等
、
統
一
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
将
来
的
に
は
、
各
都
道
府
県
が
定
め
る
障
害
保
健
福
祉
圏
域
（
以
下
「
圏
域
」
と
い
う
。）ご
と
に
同
様

の
取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
就
労
支
援
に
つ
い
て
、
障
害
保
健
福
祉
施
策
と
労
働
施
策
の
双
方
か
ら
重
層
的
に

取
り
組
む
た
め
、
都
道
府
県
の
障
害
保
健
福
祉
担
当
部
局
は
、
都
道
府
県
の
労
働
担
当
部
局
及
び
都
道
府
県
労
働

局
と
連
携
し
て
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
の
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

な
お
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
の
み
な
ら
ず
、
離
職
者
や
特
別
支
援
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
就

職
の
支
援
、
障
害
者
に
対
し
て
一
般
就
労
や
雇
用
支
援
策
に
関
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
等
、
障
害
者
雇
用

全
体
に
つ
い
て
の
取
組
を
併
せ
て
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
が
工
賃
の
向
上
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
た
場
合
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
目
標
工
賃
等

の
概
要
に
つ
い
て
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画
上
に
記
載
し
、
周
知
を
図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

加
え
て
、
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
五
十
号
）
に
お
い
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進

を
図
る
た
め
の
方
針
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
障
害
福
祉
計
画
に
お
い
て
は
、
当
該
方
針
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
官
公
需
に
係
る
障
害
者
就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
記
載
し
、
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
七
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三

号
）
第
二
十
二
条
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
十
五
条
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料

の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
現
物
給
与
の
価
額
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

第
一
号
中
「
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
」
を
「
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
船
員
保
険
の
被
保
険
者
若
し

く
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
又
は
労
働
保
険
の
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
勤
務

地
が
所
在
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者

の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
派
遣
労
働
者
（
以
下
「
派

遣
労
働
者
」
と
い
う
。）そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
雇
用
さ
れ
る
事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
又
は
事
業
場
が

所
在
す
る
同
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
）」に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
」
を
「
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
船
員
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
又
は
労
働
保
険
の
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
勤
務
地

が
所
在
す
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
（
派
遣
労
働
者
そ
の
他
の
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
雇
用
さ
れ
る

事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
又
は
事
業
場
が
所
在
す
る
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
都
道
府
県
）」に
改
め
る
。
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